


















































































































年代 性別 職種 主な勤務先と経験年数
Aさん 60代 女性 保育士 保育所（21年）、地域子育て支援センター（6年）、市町村役
場（11年）
Bさん 50代 女性 保育士 障がい児施設（16年）、障がい者施設（14年）
Cさん 40代 女性 理学療法士 病院（10年）、障がい児施設（16年）
Dさん 40代 女性 作業療法士・保育士 障がい児施設（25年）
Eさん 40代 女性 保健師 市町村役場（母子担当 14年、高齢者担当 7年）

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































いながら両方の属性を備えた “ 人 ” としての成
長につながるのかもしれない。双方が合わせ鏡
のように作用する相乗効果を活性化できれば、
人として支援者としての成長を見込むことがで
きそうである。
また、Cさんは以下のようにも語っている。
　自分の仕事を振り返ると、そこには痛い
けれど失敗もあるでしょうけど、嫌な記憶
は忘れようではなくって、失敗は忘れては
いけないことやろうと思ってますけどね。
もっと何かできたんちゃうかな、不十分やっ
たことは何かな、別の方法があったんじゃ
ないかなって。想像力と、振り返ることと、
柔軟性が大切なのかなと思います。自分自
身出来上がってないですけど（笑）。でも、
20何年もやってるからもうマンネリで、大
丈夫これでいけるとかっていうんではな
くって、自分もまだまだ変化していってる
というか。今の親子っていうのはまた社会
も違うし、お母さんのしんどさを受け止め
ても、一緒に倒れてたら意味がないので、
そこはそこで処理をしながらいかなあかん
ていうこともあります。そこは年齢を重ね
ながら、経験を重ねながら、今もできてる
かどうかは分かりませんけど、変えていく
ところなのかなぁとは思うんですけどね。（C
さん）
年齢を重ねながら、経験を重ねながら、絶え
ず変化する現場に対応し続けるためには、物事
を固定的に捉えない柔軟性や、起きたことやそ
の時の自分をありのままに振り返る正直さ、誠
実さ、タフさが必要となるのであろう。支援者
において心の中に積み残しの課題があれば、そ
のような柔軟性は保ちにくくなり、当事者の立
場に立ちにくくなるかもしれない。そして年齢
と経験を重ねて自信がつくほどに、絶えず変化
しながら起きてくる現象に対して、柔軟かつ誠
実に対応できるようになるのかもしれない。ま
た、「一緒に倒れとったら意味がない」ため、
当事者の立場を深く理解しつつも、自分を客観
的に見るメタな視点も心のどこかに維持し続け
ることができるようになるのであろう。
以上のような視座を段階的に身に付けること
が、発達支援の場において、それぞれが専門性
を発揮するためのベースに共通してあるものと
考えられる。発達支援にかぎらず、対人援助に
あたる専門職において共通する要素であり、ひ
いては人としての成長を遂げるために必要な視
座であるともいえそうである。今日では資格化
された各種専門職も元々はなかったものも多
く、なかったものが必要になって手放せなく
なっているのであり、Aさんの言葉を借りるな
らば、今日、専門職が果たしている役割は、か
つて「誰もが持っていた共通の枠組み」が外在
化しているだけなのかもしれない。そのように
考えるならば、私たちが支援者や当事者として
の立場を行きつ戻りつして経験しながら身に付
けていくことは、結局のところ、人として必要
な要素を取り戻す過程にすぎないのかもしれな
い。
Ⅳ．まとめ
本論では、乳幼児期を中心とした地域での発
達支援をテーマに、家庭や環境の時代的変化や、
専門職が支援者として成長していく過程につい
地域での発達支援における専門性（その 1） 41
て論じてきた。
時代や環境の全体状況が激変していく中で
も、職種を越えて保たれることが望ましい要素
として、当事者を時間的・空間的広がりをもつ
存在として捉えて、当事者を中心に据えて支援
を組み立てることが挙げられた。また、多くの
事業に追われるという課題はあるものの、職務
や私的な経験を通し、自身の支援者性と当事者
性を行き来しながら体験として「分かる」よう
になることで、人として、支援者としての成長
が可能であることが述べられた。
これらの点を念頭に置きながら、今後の支援
者養成に当たっていきたいと考えている。
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